
一
愈
佛
証
覚
の
一
法
と
能
統
一
の
法
華
経

法
華
経
が
最
勝
数
た
る
と
と
は
経
そ
れ
自
体
の
構
成
上
に
現
は
れ
て
ゐ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
原
型
で
あ
る
嘱
累
品
ま
で
は
、
方
便
品
を
中
心
と
す

る
一
類
と
、
澪
鼓
品
を
中
心
と
す
る
一
類
と
の
相
互
関
係
に
於
て
講
成
さ

れ
て
い
る
。
前
者
は
迩
門
で
「
法
の
開
権
顯
実
」
で
あ
り
、
后
者
は
本
門

で
「
仏
の
開
通
顯
本
」
で
あ
る
。
斯
く
所
乘
の
「
法
」
と
能
乘
の
「
仏
」

と
の
両
面
を
具
現
し
た
処
に
最
勝
教
た
る
所
以
が
あ
る
。
更
に
仏
教
思
想

史
か
ら
見
る
と
、
仏
成
這
証
覚
の
一
法
か
ら
開
展
し
た
全
仏
教
が
法
華
経

に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
経
に
は
前
者
を
「
於
一
仏
乘
分
別
説
一
言
と
い
ひ

后
渚
を
「
唯
有
一
乘
法
無
二
亦
無
三
」
と
表
示
さ
れ
て
あ
る
。
斯
く
能
統

疫
瀞
遠
離
秘
法
中
山
直
抄
也
享
保
十
五
年
孝
東
院
日
彰

寄
加
持
大
事
一
本
同

邪
気
露
気
遼
離
秘
法
日
彰

中
山
生
霊
死
鍵
遠
離
孝
東
院
Ｂ
彰

御
祈
薦
経
享
保
十
五
年
八
月
廿
五
日

孝
東
院
日
彰

な
ど
の
書
名
と
伝
受
者
が
列
ね
ら
れ
て
あ
る
。
な
を
日
影
師
は
初
め
長
森

法
華
經
成
立
史
上
に
於
け
る

見
寶
塔
品
の
重
要
性

木
村
日

I

紀

一
の
立
場
に
立
つ
処
に
法
華
経
の
最
勝
教
た
る
理
由
が
あ
る
。

而
し
て
仏
成
道
誰
堂
の
一
法
と
能
統
一
の
激
た
る
法
華
経
と
は
全
く
同

一
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
仏
成
道
に
於
て
所
証
の
「
法
」
と
能

証
の
「
人
」
と
が
相
互
関
係
即
ち
融
合
し
て
ゐ
る
如
く
法
華
経
も
本
迩
具

現
、
所
乘
能
相
互
関
係
に
於
て
織
成
さ
れ
而
も
そ
の
融
合
点
と
し
て
見
宝

塔
品
の
あ
る
処
に
最
勝
教
た
る
意
義
が
あ
る
。

二
、
佛
成
道
の
体
験
と
法
華
経
の
中
心
問
題

・
経
の
文
献
か
ら
法
華
経
の
中
心
問
題
を
糠
討
す
る
と
、
そ
れ
が
「
仏
知

見
」
の
開
示
悟
入
に
あ
る
こ
と
が
確
信
で
き
る
。
そ
れ
は
「
唯
以
一
大
事

因
縁
故
出
現
於
世
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
処
で
そ
の
「
仏
知
見
」
と
は

何
を
指
す
の
か
。
経
に
「
惟
尊
法
久
後
要
当
説
爽
実
」
と
あ
る
。
と
の
真

実
』
が
「
仏
知
見
」
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
ま
た
「
道
場
所
得
法
」
と
も

あ
る
。
と
の
「
所
得
法
」
が
「
仏
知
見
」
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
処
で

ど
の
文
に
該
当
す
る
錐
本
で
は
日
。
号
冒
鰯
目
と
（
菩
提
鹿
）
と
あ
る

こ
れ
は
金
剛
宝
座
を
意
味
し
「
成
道
」
其
自
体
を
指
す
の
で
あ
り
、
仏
証

院
と
い
皇
、
の
ぢ
孝
東
院
と
改
め
ら
れ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。

六
牙
潮
師
が
積
善
房
日
閑
伝
に
云
は
れ
た
よ
う
に
身
延
流
中
山
流
と
並

び
称
せ
ら
れ
て
い
て
も
、
江
戸
中
期
頃
の
穣
善
房
流
も
逹
涛
院
流
も
そ
の

丙
容
を
な
す
相
伝
書
は
互
に
交
流
し
て
い
て
相
当
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た

こ
と
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。

昭
和
廿
七
年
十
月
廿
一
日
稿

1
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覚
め
「
体
験
」
を
指
す
に
外
な
ら
な
い
。
し
て
見
る
と
と
の
体
験
が
「
仏

知
見
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
予
は
と
の
梵
文
に
極
め
て
重
要
性
左
認

む
。
こ
の
文
に
照
し
て
見
る
と
羅
什
訳
の
「
道
場
所
得
法
」
の
「
法
」
は

「
体
験
」
と
同
一
意
義
を
有
す
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
仏
陀
の
成
道
に
は

「
所
証
の
法
」
（
哀
理
）
と
「
能
証
の
人
」
（
仏
陀
〕
と
の
一
禿
と
そ
れ
の

融
合
と
を
含
む
そ
と
が
佛
の
「
休
険
」
で
あ
る
。
換
言
す
る
と
。
所
証
の

「
法
」
其
自
体
は
「
も
の
言
ぱ
い
真
理
」
で
あ
つ
」
て
、
其
重
一
元
の
融
合

に
於
け
る
「
佛
陀
」
を
通
し
て
「
も
皇
一
景
教
法
」
と
な
っ
て
現
は
れ
、

同
時
に
能
証
の
「
人
」
ほ
そ
の
融
合
に
於
て
渋
化
し
、
尚
悶
悶
に
捧
身

仏
、
向
外
的
に
報
身
佛
礁
身
佛
と
な
っ
て
現
は
れ
る
の
で
あ
る
。
斯
く
佛

陀
に
於
て
現
は
れ
た
「
法
」
と
法
に
於
て
現
は
れ
た
「
佛
陀
」
と
の
一
禿

の
融
合
が
正
し
く
「
成
道
』
で
あ
り
「
体
験
」
で
あ
る
。
三
論
の
吉
藏
は
法

華
義
疏
に
左
の
如
く
ど
の
融
合
と
の
休
鹸
を
「
顕
観
」
と
表
示
し
て
い
る

「
問
ふ
己
に
開
示
悟
入
を
知
る
云
何
注
る
を
珂
諸
仏
の
知
見
と
名
く
る
や

答
蓋
し
般
若
の
異
名
瀝
観
の
別
目
な
り
、
今
此
の
経
に
依
ら
ぽ
則
ち
是
四

知
あ
り
、
一
に
は
一
一
切
知
、
一
Ｅ
は
一
切
稲
知
、
三
に
は
自
然
知
四
に
は
無

師
知
な
り
、
一
切
知
は
六
道
の
衆
生
本
來
寂
滅
に
し
て
一
切
衆
生
は
本
来

是
匁
佛
な
り
と
知
る
な
り
…
」
と
、
『
正
観
」
が
「
佛
知
見
」
で
あ
る
か

ら
、
伽
知
見
の
意
味
に
は
「
法
」
に
対
す
る
佛
の
体
鹸
と
「
人
」
即
ち
佛

陀
自
己
に
対
す
る
体
瞼
と
の
二
つ
の
意
義
を
含
み
、
か
つ
「
至
人
類
が
仏

と
同
格
た
る
」
と
い
ふ
体
験
も
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
「
佛
知
見
』
と
い
ふ
法

華
経
の
中
心
問
題
に
照
し
て
見
る
と
法
華
経
の
識
成
は
正
し
く
「
仏
成
道

」
を
具
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
て
二
元
の
融
合
点
を
現
は
し
た
も
の
が

「
見
宝
塔
品
」
で
あ
る
。

三
、
見
宝
塔
品
の
説
相
と
佛
成
道
の
正
観

法
師
品
に
於
て
「
若
経
巻
所
住
処
應
起
七
宝
塔
。
：
：
：
所
以
者
何
此
中

己
有
如
来
全
身
．
．
」
と
あ
る
。
見
宝
塔
品
の
「
宝
塔
」
は
正
し
く
と
の
女

よ
り
職
想
し
た
も
の
で
あ
り
「
有
如
來
全
身
」
と
は
明
か
に
成
道
を
指
す

の
で
あ
る
。
「
法
を
観
る
者
は
佛
を
観
、
仏
を
観
る
者
は
法
を
観
る
」
と

い
ふ
阿
含
の
文
に
照
し
て
法
の
あ
る
処
に
如
來
の
全
身
が
あ
る
の
で
あ
る

法
な
く
し
て
仏
は
あ
り
得
ず
仏
な
く
し
て
法
は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る

と
の
二
元
の
融
合
を
具
現
し
た
処
に
見
宝
品
の
重
要
性
が
あ
る
。
東
方
宝

淨
仏
国
も
宝
塔
も
多
宝
如
來
も
仮
想
的
で
あ
っ
て
歴
史
的
存
在
で
は
な
い

た
と
へ
仮
想
と
し
て
も
「
無
」
を
仮
想
し
た
の
で
な
く
「
有
』
を
仮
想
し
た
の

で
あ
る
。
「
宝
淨
仏
国
」
は
佛
成
道
の
地
金
剛
宝
座
を
指
す
以
外
で
ば
あ
り

得
な
い
。
そ
れ
は
聖
地
四
ヶ
所
の
中
成
道
の
地
が
中
心
で
あ
り
最
も
清
淨

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
宝
搭
辰
菩
提
樹
の
周
囲
に
阿
育
王
が
玉
垣
造
ら

れ
た
点
を
仮
想
し
た
も
の
で
あ
る
と
と
は
「
涌
出
』
の
表
示
で
擢
考
洲
來

る
。
「
多
宝
如
來
」
は
「
法
」
を
人
格
化
し
た
法
身
佛
で
あ
る
。
天
台
は

文
句
に
「
多
宝
は
法
佛
を
表
し
釈
迦
は
報
佛
を
表
す
」
と
読
述
し
て
ゐ
る

人
格
を
有
す
る
佛
の
激
法
を
「
真
な
り
」
と
証
す
る
関
係
上
「
法
」
を
人

格
化
し
て
法
身
佛
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
爽
理
以
外
に
真
理
の
教
法
化
を

証
し
得
な
い
の
で
あ
る
か
ら
多
宝
佛
は
成
道
所
顯
の
「
法
」
以
外
の
も
の

で
は
な
い
。
コ
ー
佛
並
座
」
は
正
し
く
成
道
に
於
け
る
所
証
の
「
法
」
と

142



宇
宙
本
体
は
二
つ
在
っ
て
存
す
と
云
ふ
く
き
が
如
く
で
あ
る
。
然
乍
ら

本
体
は
一
な
る
べ
し
。
宛
も
デ
カ
ル
ト
に
於
て
紳
の
本
体
と
物
心
の
一
本

体
と
の
二
つ
が
、
ス
ピ
ノ
ザ
に
依
て
一
本
体
と
し
て
の
肺
に
歸
決
す
る
が

如
し
。
さ
ら
ば
ス
ピ
ノ
ザ
乃
至
東
西
古
今
の
本
体
は
果
し
て
神
な
り
や
。

カ
ン
ト
も
批
評
す
る
如
く
西
洋
古
今
の
本
体
は
神
に
非
ず
。
加
之
彼
は
途

に
物
自
体
を
以
て
神
と
せ
り
。
否
東
洋
に
於
る
印
度
哲
学
等
の
弱
愚
写
冒
目

亦
同
嫌
な
り
。
然
る
に
仏
教
に
於
て
も
、
此
誤
を
犯
せ
る
者
が
無
作
三
身

の
本
仏
な
り
。
而
も
其
れ
を
無
始
無
維
の
本
仏
と
な
す
。
あ
鴎
迷
源
の
如

何
に
甚
し
き
か
。
と
れ
人
女
古
今
の
大
問
題
な
り
。
さ
ら
ば
本
体
と
は
何

ぞ
や
、
是
れ
実
相
・
真
如
・
法
身
に
過
ぎ
ず
。
未
だ
断
じ
て
神
に
非
る
な

能
証
の
「
法
」
と
の
融
合
、
体
験
、
正
観
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
吉

藏
は
「
初
め
正
覚
を
成
じ
、
寂
滅
道
場
に
し
て
諸
菩
薩
の
爲
に
葵
ぺ
て
二

義
を
明
す
．
．
…
今
の
一
乘
は
真
実
と
な
す
と
明
し
…
…
今
の
身
を
真
実
な

り
と
癖
ず
。
謂
く
製
開
な
り
。
然
る
に
乘
と
身
と
は
更
に
二
体
な
く
即
ち

一
の
正
観
を
宜
し
き
に
随
っ
て
之
を
説
く
の
み
」
と
序
文
に
述
べ
て
ゐ
る

無
作
三
身
の
根
本
批
判
今
』

本
佛
の
根
本
開
顯 I河

合
、

捗

明

り
。
私
は
之
を
「
理
本
覚
」
と
云
い
性
悪
法
門
と
云
い
「
神
の
各
国
言
号

」
と
な
す
。
実
相
の
根
拠
に
立
っ
て
法
華
軽
洞
観
す
る
に
、
一
戸
代
の
綱
骨
は

記
小
と
久
成
で
あ
る
。
二
乘
作
仏
せ
ず
ん
ぱ
菩
薩
も
成
仏
せ
ず
、
乃
至
一
切

凡
て
成
佛
せ
ず
、
仏
陀
も
亦
旛
者
の
瀞
変
の
み
。
一
切
は
虚
妄
戯
論
に
経

る
。
然
る
に
若
し
真
に
覚
る
や
十
界
の
全
体
を
一
挙
に
統
覚
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
銭
に
三
乘
の
浬
梁
の
真
理
性
と
実
在
性
と
が
保
証
せ
ら
る
上
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
と
れ
空
間
論
に
於
け
る
浬
樂
の
普
遍
妥
当
的
・
必

然
的
な
る
実
在
性
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
然
乍
ら
更
に
最
も
大
事
な
る
も

の
は
実
に
時
間
論
に
於
け
る
問
題
で
あ
る
。
久
成
論
は
即
ち
是
な
り
。
今
二

乘
を
含
む
十
界
の
一
切
が
大
乘
の
鴬
を
得
る
と
す
る
も
、
そ
の
覚
の
丙
容

が
十
界
の
一
切
を
含
む
超
越
的
絶
諦
者
と
し
て
の
「
理
」
で
あ
っ
官
事
と

し
て
の
客
観
的
現
実
で
な
い
な
ら
ば
如
何
で
あ
る
か
。
蓋
し
「
事
」
と
は
、
吾

人
の
知
っ
て
ゐ
る
経
験
は
実
在
界
の
全
部
で
は
な
い
が
、
藤
験
を
因
果
の

原
理
で
押
し
拡
げ
た
客
観
的
惟
界
を
事
と
称
す
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
若

し
軍
に
理
で
あ
る
な
ら
ぽ
そ
と
に
理
の
一
念
三
千
が
成
立
ず
ろ
の
１
で
事

の
一
念
三
千
は
成
立
せ
な
い
。
然
し
因
果
の
理
な
ろ
も
の
ご
そ
東
洋
哲
学

が
、
見
宝
塔
品
は
正
し
く
仏
成
道
の
正
観
、
人
法
相
依
の
融
合
左
「
二
仏

並
座
」
で
表
は
し
た
も
の
で
あ
る
。
更
に
吉
蔽
は
「
但
し
乘
隆
一
種
あ
り

一
に
は
所
乘
の
法
一
庭
は
能
乘
の
人
な
り
、
能
乘
と
所
乘
と
を
具
し
て
一

乘
の
義
始
め
て
円
な
り
」
と
。
と
の
見
宝
塔
品
は
正
し
く
円
の
一
乘
を
表

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
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